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宗祖親鸞聖人七百回御遠忌法要
並びに当寺開創四百周年記念法

召和58年 6月 4日 ・ 5日 勤修に決まる

昭
和
五
十

一
年
以
来
、
御
遠
忌
勤
修
を
め
ざ
し
て

堂
宇
の
整
備
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
門
信

徒
各
位
の
御
懇
念
と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
本
堂
向

拝
、
控
え
の
間
、
渡
り
廊
下
、
お
手
洗
と
年
々
工
事

が
進
み
、
昨
年
は
書
院
の
新
築
工
事
も
竣
工
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
の
総
代
会
議

に
お
き
ま
し
て

「住
職
健
在
の
う
ち
に
御
遠
忌
を
勤

め
た
い
」
と
の
発
議
が
な
さ
れ
、
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
明
年
六
月
四
日
、
五
日

（土
、

日
）
の
両
日
に
わ
た
り
御
遠
忌
を
勤
め
る
こ
と
が
正

式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
二

九
八
三
）

は
奇
し
く
も
当
寺
が
こ
の
麓
村
浦
之
原
に
建
立
さ
れ

た
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
）
か
ら
数
え
ま
し
て
四

百
周
年
に
相
当
い
た
し
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
遠
く
宗
祖
の
御
遺
徳
を

し
の
び
、
ま
た
当
寺
開
創
の
音
に
想

い
を
は
せ
、
お

念
仏
に
生
か
さ
れ
る
真
宗
門
徒
の
原
点
に
た
ち
か
え

り
聞
法
に
精
進
し
て
い
く
御
縁
を
頂
く
よ
ろ
こ
び
を

皆
様
と
と
も
に
わ
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
す
。

御
門
主
様
の
御
下
向
を
仰
ぐ

御
遠
忌
に
は
京
都
の
仏
光
寺
本
山
か
ら
御
門
主
様

ど

し
ん
じ
ゆ
う

の
御
下
向
を
仰
ぎ
、
法
要
の
御
親
修
を
い
た
だ
き
ま

す
。
現
御
門
主
様
は
、
本
山
仏
光
寺
第
二
十
九
世
、

戦
雌
Ｆ
人
、
爆
筏
ぽ
縫
猫
高
で
い
う
つ
し
や
い
ま
す
。

ほ
か
に
随
行
長
、
随
行
布
教
使
、
随
行
式
務
舎
一名
）

を
御

一
行
と
し
て
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
新
装
成

っ

た
書
院
真
御

＾
行
を
お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
は
御
同

）慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
ま
た
仏
光
寺
派
新
潟
教
区
の
御

法
中
の
ほ
か
親
戚
寺
院
の
御
出
仕
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
御
遠
忌
と
は

御
遠
忌
と
は
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
宗
祖
親
鸞
聖

人
の
御
法
事
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
聖
人
は
弘
長
二

年

（
一
二
六
一
じ

十

一
月
二
十
八
日
、
九
十
歳
で
御

往
生
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
数
え
て
七
百
年

目
が
昭
和
三
十
六
年
で
、
真
宗
各
派
の
御
本
山
で
御

遠
忌
が
盛
大
に
勤
ま
り
ま
し
た
。

法
事
は

一
週
忌
か
ら
三
回
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回

忌
、
十
七
回
忌
…
…
と
勤
め
、
三
十
七
回
忌
が
過
ぎ

る
と
五
十
回
忌
、
百
回
忌
と
五
十
年
ご
と
に
勤
め
る

な
ら
わ
し
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
宗
祖
の
七
百
回
御

遠
忌
は
御
本
山
で
は
御
正
当
（ち
ょ
う
ど
七
百
年
目
）

に
勤
ま
り
ま
す
が
、
末
寺
で
は
、
そ
の
前
後
二
十
五

年
の
間
に
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
七
百
回

忌
よ
り
五
十
年
前
の
六
百
五
十
回
御
遠
忌
は
、
明
治

四
十
四
年
御
本
山
で
勤
ま
り
ま
し
た
が
、
当
寺
で
は

御
正
当
の
五
年
前
の
明
治
三
十
九
年
の
六
月
、
七
日

間
に
わ
た
っ
て
勤
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
十
五
年
の
火

談
巖
〔
二
十
八
年
に
本
瑾
再
建
、
そ
の
後
堂
宇
や
お

荘
厳
の
整
備
が
続
き
、
御
正
当
の
年
か
ら
二
十
二
年

遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
機
縁
ま
さ
に
熟
し
明
年
御

遠
忌
勤
修
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
仏
祖
の
御

加
護
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
ひ
と
え
に
門
信
徒
各
位

の
御
懇
念
の
賜
物
と
ひ
た
す
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
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親
鸞
聖
人
と
越
後

承
元
元
年

（
一
二
〇
七
）
、
念
仏
停
止
の
法
難
に

親
鸞
聖
人
は
越
後
の
国
府

（上
越
市
）
に
御
流
罪
に

な
り
ま
し
た
。
時
に
三
十
五
歳
、
五
年
後
赦
免
と
な

り
ま
す
が
、
な
お
二
年
こ
の
越
後
の
地
に
と
ど
ま
ら

れ
念
仏
救
済
の
道
を
化
導
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
ひ

ぐた
な
ら
自
身
の
内
心
を
み
つ
め
る
生
活
の
中
か
ら
、

愚
禿
釈
親
鸞
と
名
乗
ら
れ
、
き
び
し
い
自
然
の
中
で

生
き
る
庶
民
と
の
対
話
を
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。
そ

の
足
跡
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
南
無
阿
弥
陀

仏
の
念
仏
は
民
衆
の
魂
の
救
い
と
し
て
今
日
に
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

「本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
／

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き
／
功
徳
の
宝
海
み
ち

み
ち
て
／
煩
悩
の
濁
水

へ
だ
て
な
し
」
と
御
和
讃
に

見
え
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
聖
人
の
著
作
の
中
に
海

の
表
現
が
多
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
御
流
罪
の
生
活
を
送
ら
れ
た
越
後
の
国
の
風
土

が
背
景
と
な

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

越
後
七
不
思
議
は
有
名
で
す
が
、
当
地
で
も
親
鸞

聖
人
ゆ
か
り
の
旧
跡
は
多
く
往
時
の
御
化
導
の
御
苦

労
が
し
の
ば
れ
る
次
第
で
す
。
弥
彦
の
聖
人
清
水
、

（林
部
生
三
氏
宅
）
や
聖
人
手
植
え
の
椿

（林
部
清

蔵
氏
宅
）
、
ま
た
同
家
に
形
見
と
し
て
与
え
ら
れ
た

真
影

（浄
専
寺
蔵
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（写
真
は
親
鸞
聖
人
鏡
の
御
影
の

一
部
）

聖
人
御
使
用
の
古
鍋

聖
人
清
水
で
知
ら
れ
る
林
部
四
郎
左
衛
門
方
に
は

聖
人
が
越
後
で
の
行
化
の
途
次
、
七
週
間
御
滞
在
と

い
わ
れ
、
聖
人
の
遺
物
と
し
て
御
染
筆
の
六
字
名
号

親
し
く
御
使
用
の
古
鍋
、
御
枕
な
ど
が
秘
蔵
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
お
名
号
と
古
鍋

が
麓
の
分
家
林
部
名
兵
衛
方
に
わ
た
り
、
後
年
そ
の

保
存
に
粗
相
が
あ

っ
て
は
と
古
鍋
が
当
寺
に
納
め
ら

れ
、
寺
宝
と
し
て
今
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。
□
径

一

八

・
五
衆
ン
、
高
さ
八

・
五
衆
ン
の
小
さ
な
も
の
で
数
カ

所
に
修
繕
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
部
名
兵
衛
家
に
は
お
名
号
が
仏
壇
に
安
置
さ
れ

お
名
号
の

「名
」
の
字
を
と

っ
て
名
兵
衛
と
名
乗

っ

た
と
も
伝
え
ら
れ
、
御
枕
は
そ
の
後
横
田
村
の
某
家

へ
伝
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
寺
に
伝
え
る
古
鍋

に
つ
い
て
は
、
聖
人
行
化
の
際
に
は
西
仏
、
性
信
ら

の
従
僧
も
同
行
し
、
時
に
は
分
宿
も
さ
れ
た
と
想
像

さ
れ
、
従
僧
は
常
に
鍋
を
携
行
し
信
徒
の
喜
捨
に
ま

か
せ
て
米
や
野
菜
を
炊
き
聖
人
の
お
食
事
に
供
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
辺
土
に

お
け
る
行
化
の
御
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
よ
す
が
と
も

な

っ
て
い
ま
す
。

（写
真
は
聖
人
御
使
用
の
古
鍋
）

広
福
寺
聞
法
会
の
歩
み

昭
和
五
十
年
五
月
結
成
、
六
月
か
ら
第

一
回
の
例

会
を
開
き
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。　
一
月
を
除
く
毎

月
二
十
日
、
小
針
の
瑞
林
寺
、
広
沢
憲
隆
師
を
講
師

に
お
迎
え
し
午
後
八
時
か
ら
お
正
信
掲
の
お

つ
と
め

の
あ
と
正
信
褐
の
講
話
が
あ
り
、
な
ご
や
か
な
座
談

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
散
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
六
月
に
は
八
十
回
目
の
例
会
を
迎
え
ま
す
。　
一

応
五
十
歳
ま
で
の
青
壮
年
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
が
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
友
と
の
出
会
い
＝
師
と
の
出
会

い
＝
仏
と
の
出
会
い
日
本
当
の
自
分
と
の
出
会
い
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
会
費
毎
月
五
百
円
、
会
長
さ
ん

は
当
寺
門
前
の
鈴
木
七
次
郎
氏
で
す
。

）
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御
遠
忌
に
御
協
力
を

明
年
六
月
と
御
遠
忌
を

一
年
前
に
控
え
、
諸
般
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
、
御
遠

え
　
ぶ
ぎ
よ
う

忌
の
会
奉
行

（法
要
の
執
行
委
員
）
と
し
て
、
広
海

寺
、
聖
徳
寺
、
本
光
寺
、
大
蓮
寺
、
照
瑞
寺
の
五
カ

寺
御
住
職
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
本
年
二

月
の
会
議
で
法
要
の
日
程
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を

別
表
の
と
お
り
決
め
て
頂
き
、
こ
の
ほ
ど
御
門
主
様

の
御
意
向
も
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。
御
遠
忌
の
大

行
事
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
門
徒
側
の
態
勢

と
し
て
御
遠
忌
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
多
く
の
方

々
の
御
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
く
会
議
に
は
か
り
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
節
は
何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る

よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
法
要
期

間
中

に
帰
敬
式
と
庭
儀
式
が
あ
り
ま
す
。

も
心
も
仏

・
法

・
僧
の
三
宝
に
帰
敬
の
誠
を
あ
ら
わ

す
式
で
す
。
受
式
す
る
と
御
門
主
様
か
ら
法
名
が
授

け
ら
れ
仏
弟
子
に
加
え
て
頂
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し

ま
す
。
追

っ
て
希
望
の
方
の
お
申
し
込
み
を
お
受
け

み
よ
う
が

き
ん

い
た
し
ま
す
。
冥
加
金
は
六
千
円
で
す
。

庭
儀
式

（お
ね
り
）
は
重
要
法
要
の
入
堂
の
時
に

行
わ
れ
る
儀
式
で
す
。
庭
儀
の
お
宿

（当
寺
世
話
方

山
岸
義
正
氏
宅
）
か
ら
出
発
し
村
道
を
練
り
歩
い
て

ち
　
ご

本
堂
正
面
か
ら
入
堂
し
ま
す
。
稚
児
と
し
て
参
加
希

望
の
方
の
お
申
し
込
み
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
追

っ
て
道
順
や
衣
裳
の
費
用
に
つ
い
て
決
ま
り
次
第
次

号
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
五
十
年
に

一
度
し
か

め
ぐ

っ
て
こ
な
い
御
遠
忌
で
す
。
多
く
の
方
々
が
こ

の
勝
縁
に
あ
わ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

帰
敬
式

（お
か
み
そ
り
）
は
真
宗
門
徒
と
し
て
身

）
前
回
の
六
百
五
十
回
忌

こ
の
前
の
御
遠
忌
は
ど
の
よ
う
に
勤
ま

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
当
寺
の
御
遠
忌
は
明
治
三
十
九
年

（
一

九
〇
六
）
六
月
、
七
日
間
に
わ
た

っ
て
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
小
学
校
二
年
、
七
歳
だ

っ
た
現
住
職
の

記
憶
を
も
と
に
、
そ
の
模
様
を
再
現
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
交
通
事
情
か
ら
御
本
山
の
御
下
向
は
な
く
参
勤

法
中
は
全
員
宿
泊
で
し
た
。
報
謝
講
、
称
名
講
組
御

法
中
の
ほ
か
教
区
寺
院
数
力
寺
、
村
内
真
宗
寺
院
、

親
戚
寺
院
、
役
僧
が
参
勤
、
位
座
奉
行
は
本
光
寺
、

広
海
寺
御
住
職
が
務
め
ら
れ
数
名
の
楽
人
の
奏
楽
も

加
わ
り
に
ぎ
に
ぎ
し
く
勤
ま
り
ま
し
た
。
法
要
中
、

天
童

（稚
児
）
と
し
て
麓
の
武
石
長
兵
衛
方
の
桝
五

郎
殿
、
村
山
の
橘
又
左
衛
門
方
の
左
武
郎
殿
の
二
少

年
が
出
仕
し
ま
し
た
。
庭
儀
式
お
宿
は
近
山
五
左
衛

門
殿
で
、
こ
の
日
天
気
晴
朗
、
宿
か
ら
長
八
殿
を
過

ぎ
て
寺
ま
で
練
り
歩
き
入
堂
し
ま
し
た
。
連
日
満
堂

の
参
詣
人
に
あ
ふ
れ
薬
師
寺
前
に
芸
人
の
舞
台
が
三

軒
、
富
田
邸
の
門
前
ま
で
出
店
が
た
ち
並
び
ま
し
た
。

御
遠
忌
に
当
た

っ
て
の
本
堂
お
荘
厳
の
修
理
は
御

宮
殿
、
祖
師
前
御
厨
子
の
塗
箔

（内
野
町
医
師
小
松

仁

一
郎
殿
寄
進
）
を
は
じ
め
打
敷
五
枚
の
新
調

（近

山
五
左
衛
門
、
武
石
伊
左
衛
門
、
広
沢
茂
左
衛
門
殿

寄
進
）
、
二
部
妙
典

・
和
讃
の
表
装
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
記
念
事
業
と
し
て
当
寺
大
門
入
口
か
ら
道
路
沿

い
に
田
中
玄
仙
方
前
ま
で
、
屋
根

つ
き
の
黒
屏
垣
が

造
築
さ
れ
門
前
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

御 遠 忌 法 要 の 日程

<6月 4日 (土)>
午前 8:00 晨朝 (お あさじ)法話

8:30 御門主様御着

10:00  日中 (お にっちゅう)

11:00 御親言 (お ことば)

11:15 複   演

12:00  お と き

午後1:00 あ い さ つ

1:30 表 彰 式

2:00 大逮夜 (お たいや)

3:00 聞法の集い

感 話 発 表

3:30 法   話

7:30 御通夜 (お つや)

御伝文・ 法話

<6月 5日 (日 )>
午前8:00 晨 朝 (お あさじ)

8:40 帰敬式 (お かみそり)

10:00 庭儀式 (お ねり)

11:00 お と き

11:30 御満座 (お まんざ)

12:30 御 親 教

12:45 複   演

午後1:20 千 秋 楽

2:00 千秋楽祝宴

2:30 御門主様御発
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当
寺
書
院
竣
工
成
る

御
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
五
十
四
年
度
か
ら
計
画

を
進
め
て
き
た
書
院
新
築
工
事
は
、
皆
様
の
御
協
力

の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
五
月
着
工
、
七
月
上

棟
式
、
十
月
立
派
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
設
計
は

東
京
の
幸
和
建
築
事
務
所

（代
表
柏
原
恵
行
氏
）
に

施
工
は
吉
田
町
の
青
木
住
宅
産
業
株
式
会
社

（代
表

堀
内
拓
氏
、
棟
梁
阿
部
孝
二
氏
）
に
お
願
い
い
た
し

本
堂
後
門
と
庫
裡
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
も
か
ね
た
堂
宇

と
し
て
面
目
を

一
新
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
書
院
内

部
は
十
五
畳
と
八
畳
の
和
室
の
ほ
か
、
三
方
の
廊
下

洗
面
所
、
手
洗
い
、
納
戸
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
調

度
品
も
別
記
の
と
お
り
御
寄
進
が
あ
り
追
い
追
い
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
木
の
香
も
新
し
い
書
院
に
御
門

主
様
を
は
じ
め
御
本
山
御

一
行
を
お
迎
え
で
き
ま
す

こ
と
は
本
当
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
次
第
で
す
。

お
荘
厳
の
整
備
す
す
む

昨
年
発
注
の
中
尊

（御
本
尊
）
宮
殿
脇
間
お
よ
び

祖
師
前
御
厨
子
補
修

（
工
費
四
九
万
五
千
円
）
、
内

陣
壁
面
金
紙
貼
り
表
装
（
工
費
二
〇
万
二
千
五
百
円
）

中
尊
須
弥
壇
新
調

（工
費
二

一
五
万
円
）
は
二
月
の

彼
岸
会
ま
で
に
完
工
、
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
中

尊
宮
殿
塗
箔
工
事

（
工
費

一
八
〇
万
円
）
は
六
月
の

報
謝
講
ま
で
に
完
工
の
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
発
注
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
御
遠
忌
ま
で
に
整

備
し
た
い
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

写
真
は
上
か
ら
新
装
成

っ
た
書
院
の
外
観
、
十
五
畳
の
和

室
、
八
畳
の
和
室
内
部

中
尊
上
卓
塗
箔

（五
万
五
千
円
）
、
中
尊
前
卓
塗

箔

（六
五
万
円
）
、
余
間
高
卓

一
対

（
二
八
万
円
）
、

菊
灯
三
対

（
二
〇
万

一
千
円
）
、
畳
新
調

・
補
修
工

事

（
二
五
万

一
千
三
百
円
）
、
御
門
主
様
御
使
用
の

和
讃
卓

・
砂
張
台
補
修
、
そ
の
他
香
炉
台
、
仏
飯
器

台
、
御
華
束

・
段
盛
り
等
修
理
塗
箔
な
ど
。

▽

御
寄
進
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

△

中
尊
前
輪
灯

（
二
六
万
円
）
　

　

武
石
　
き
よ

本
堂
欄
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篤
　
士
心　
者

祖
師
前
御
厨
子
塗
箔

（七
五
万
円
）

小
林
　
昭

・
小
林
　
忠

祖
師
前
前
卓
塗
箔

（
三

一
万
五
千
円
）

小
林
　
昭

・
小
林
　
忠

・
伊
藤
久
美
子

礼
盤

一
式
修
理
塗
箔
（六
五
万
円
）

渡
辺
伊
智

御
代
前
前
卓
修
理
塗
箔

（
一
六
万
五
千
円
）

久
保
田
　
諭

御
伝
文

（
二
〇
万
六
千
円
）
　

　

本
間
　
只
雄

大
蓉
工台

（
一
九
万
五
千
円
）
　
　

松
宮
　
信

一

中
尊
前
卓
塗
箔
懇
志

（
二
〇
万
円
）狩

野
彰
二
郎

書
院
懇
志

（二
〇
万
円
）
　
　
　
加
藤
　
与
正

書
院
懇
志

（
一
〇
〇
万
円
）
　

　

柏
原
　
恵
行

書
院
懇
志

（
一
〇
万
円
）
　
　
　
柏
原
　
恵
教

書
院
調
度
懇
志

（
一
〇
万
円
）
　

山
岸
　
　
勉

∧
床
の
間
香
炉
台
高
卓
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

本
堂
荘
厳
懇
志
Ｔ
二

五
万
円
）

篤
　
士
心
　
者

本
堂
荘
厳
懇
志

（
一
〇
万
円
）
　

山
本
　
節
子

印
刷
　
　
ワ
ノ
ウ
印
刷

´
）

発
行
所
　
　
広
　
福
　
寺
　
　
一Ｔ
９
５
９
１
０
３
　
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
大
字
麓
６
５
９
０
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